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アナログ摘易無線機の
使用期限が迫っています！

～ 令和6年(2024年）11月308まで ～
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電波は有限希少な国民共有の財産であり、 携帯電話、 テレビ放送、 防災行政無線など、 さまざまな用途で利用

されていますが、 デジタル方式は、 アナログ方式に比べて音質が良く、 効率よく情報を伝達できることなどから

デジタル化を進めており、 アナログ簡易無線(350MHz帯及び400MHz帯）は間もなく使えなくなります。
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対応のポイント

1 引き続き簡易無線を使用される場合は、 デジタル簡易無線への買換えと総務省への申請手続が

必要です。

2 アナログとデジタルの両方が使用できるデュアル方式の簡易無線(400MHz帯）についても、メーカー

や販売店でアナログの電波の発射を停止する無線機の改修と総務省への申請手続が必要です。

使用期限が近づくと、 メ ーカ ーや販売店への お問い合わせや申込みの急増、 総務省への申請手続

の急増が予想されます。思わぬトラブルで使用期限に間に合わないことがないよう、 時間的な余裕を

十分にとって、 ご準備ください。

詳細は、 簡易無線を購入された販売店等や総務省総合通信局等にお問い合わせください。
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令和6年12月1日以降も

使用が可能な主なデジタル簡易無線

アイコム アルインコ 八重洲無線 日立国際電気 三菱電機 モトロ ー ラ CSR JVCケンウッド
「 IC-DU55C」「DJ-DPS71」 「SR810」 「EUM-05FL/C」「MT-907D」 「MiT5000」旧X585UJD121」「TCP-D261BT」

國総務省総合通信基盤局
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